
医療deまちづくり
～世界トップレベルの超高齢社会を迎える日本における「まちづくり」の新たな姿～

今回は、総合職事務系を志望する学生を対象とした、厚生労働省テーマ別説明会＠関西

「医療 de  まちづくり
～世界トップレベルの超高齢社会を迎える日本における「まちづくり」の新たな姿～ 」のご案内です。

今後、我が国が世界トップレベルの超高齢社会を迎えるに当たり、避けて通れないのが「健康」や「医療」という問題です。
しかし、この超高齢化は、必ずしも「ピンチ」ではなく、逆に「チャンス」ととらえ、成熟社会の新たなカタチを世界に示していく
ことが、日本に課せられた使命であると言えます。

これに関連した取組の一つとして、厚生労働省では現在、大阪府の吹田市において、近隣自治体や医療関係者等ととも
に、循環器病の予防と制圧を核とした「健康・医療のまちづくり」、多くの医療関連企業・研究機関を誘致・集積させる「医
療クラスターの形成」を進めており、地域の「健康寿命の延伸」、健康・医療分野による「産業活性化」に取り組んでいます。

今回の説明会では、このプロジェクトの旗振り役を務める職員の話を聞きながら、どのような「まち」のカタチが今後の我が
国の社会構造上求められていくのか、一緒に考えてみませんか。

【日時等】

「医療deまちづくり
～世界トップレベルの超高齢社会を迎える日本における「まちづくり」の新たな姿～ 」

日時：平成２７年２月１６日（月）１６：００～１８：００
場所：京都大学（詳細はご応募頂いた方に追ってお知らせいたします。）
内容： 地方自治体に出向して、全国的に注目される健康・医療のまちづくりの旗振り役を務める職員より、

今後のまちづくりのあり方や、厚労省出向者だからこそ自治体でできること、自治体と国の違い等について
講演を行います！後半は、講演を担当する職員、採用担当者、内定者を交えて少人数の座談会を
実施します。

【応募方法】・参加には事前申込みが必要です。以下の応募フォーム又は右上のQRコードから予約をお願いします。
https://ssl.form-mailer.jp/fms/cd0297d2336310 
※ 応募多数の場合は抽選となります。応募〆切は１月２５日（日）です。 【注意事項】 ・服装は自由です。


